
様式２

評　　価 達　成　状　況 評　価 来年度に向けての改善方策

自

立

活

動

課

C

○それぞれのキャリア段階に応じた研修を行い、専門性向上のきっかけとす
ることができた。また、フォローアップでは、いろいろな事例を共有するこ
とで日々の実践の参考になる研修を行うことができた。
○書籍コーナーの設置期間が短く、教職員の利用が難しかった。 C+

B

○３つの観点を関連させた目標設定を行い、「知識・技能」「思考・判断・
表現の育成」と「主体的に活動する授業づくり」の視点で授業実践を行っ
た。また各学部で動画や児童生徒の自己評価を分析をして学習評価を行っ
た。
○各学部で、児童生徒の思考力・判断力・表現力の向上を図って取り組んだ
ため、児童生徒が自分の考えを自分の言葉で具体的に伝えたり、人の意見を
受け入れたりする行動の変容が見られた。

B+

B

○チェックリストを用いた自己評価を年２回行って集計結果を知らせ、人権
を大切にする行動を再認識する機会を持った。その結果、自分の行動を振り
返るとともに人権を大切にする意識が高まってきた。
○問題行動等が発生した時、生徒指導課長が中心となって必要な委員会を迅
速に開いたので、情報共有と今後の指導について適切な対応をすることがで
きた。また、連絡会や児童生徒情報共有システムを利用して全職員で情報を
共有することができた。

B

B

〇「教務マニュアル」の見方、使い方、内容について関係時期に随時終礼に
おいてミニ研修を実施したことで、「教務マニュアル」の使い方や内容を理
解するとともに「教務マニュアル」に沿って教務作業に取り組む意識が高
まった。

B

C+

○研修、学部会、職朝、しんろだより、個別相談で、進路指導の考え方や基
本的な福祉サービスについて情報提供を行った。保護者に説明できる教員が
増えたが、更に情報提供の方法・内容の見直しが必要である。
○分掌会で各学部担当から保護者等のニーズや課題を聞き取り、情報提供す
ることができた。必要に応じて懇談等に進路担当が同席し、個に合わせた情
報提供を行うこともできている。

C+

C+

○説明会の手引きやしおりの内容は年度ごとに修正を加えているので充実し
ている。個別の見学や相談においても活用ができている。しかし、アンケー
トを見ると個々の実態や異なる情報のニーズがあり、十分に対応しきれてい
ない面もある。
○保護者や学校から、ホームページを確認した上での相談や問い合わせが増
えたことから、ホームページの活用が促進されていると考えられる。 B

評 価 基 準　A：十分達成（100％～81％）　　B：概ね達成（80％～61％程度）　C：変化の兆し（60％～41％程度）　D：まだ不十分（40％～3１％程度）　E：方策の見直し（30％以下）

平成30年度　学校自己評価（最終評価）

○キャリアに応じたグルーピングで研修を行ったが、
そのフォローアップとして、希望者を対象にした情報
交換会を行って研修の理解を深める。
○学校司書職員と連携して、障がい特性、指導・支援
に関する書籍コーナーを設置して、知識を得る場を作
る。

表
現
力
向
上

表

現

活

動

課

○各学部の推進教科のねらいが明確になり、
表現活動が連続した取り組みになっている。

評価項目 学部・分掌

後期に向けた改善方策

中　　間　　評　　価
目標（年度末の目指す姿）

教

科

等

指

導

部

○目標に向かってどうすべきか考えながら学習に取り
組む姿が　　見えつつある。しかし、目標に向けての
課題を見出したり、解決の方法を言葉で伝えたりする
ことが難しい。そのため以下の３つに取り組む。
①目標に向けての課題（動き、リズム等）がイメージ
できるよう、学習場面の動画や写真を活用する。
②目標に向けての改善点、改善方法をイメージできる
よう、生徒の意見を整理したり、具体的な方法を提示
したりする。
③生徒が自ら考えることができるような発問，やりと
りを工夫する。
○学習規律は習慣化しつつあるが、自分からのあいさ
つや返事等が習慣化されていない。衛生管理等の身だ
しなみも同様である。そのため、身辺自立、身だしな
み、ルールやマナーについての高等部で高めたい重点
ポイント、指導方法を教師が共通理解し生徒に対して
一貫した指導を行う。

C

中
学
部

C+

○授業の振り返りで、自分の考えを発表したり友達の
考えを参考にしたりすることが増えてきている。思考
の過程をより確かなものにするために、何をもとに気
づき、どう考えて判断するのかを、教師が授業を計画
する中で具体的に示し、目標を明確にして指導する。
また、効果的な評価や支援のあり方（動機づけや思
考、判断の促し方）を研究していく。
○主体的に体力向上に取り組む姿がよく見られるよう
になったが、さらに生徒の意欲を高める支援（動機づ
け、記録・評価の資格化、個に応じた対応等）を今後
検討するとともに、意欲の持続をはかるために記録会
を後期に１回行う。

小
学
部

県
米
５
つ
の
力
の
育
成

学
部
間
の
連
続

性
・

系
統
性

○学部内及び学部間の連続性、系統性がある
指導・支援ができるように、今年度の年間指
導計画の課題点を明らかにして改善する。

C

障
が
い
特
性
の

理
解

教

育

事

業

部

○教職員一人一人が、適切な指導、及び支援
を実践している。

○主体的に活動する力が育っている。
○基礎的な運動能力や体力が向上している。
○表現力が向上している。

高
等
部

○自分で決めた目標に対して、周りの意見を
聞いたり、どうやったらできるのかを考えた
りしながら努力を重ねることができる。
○あいさつ、返事、時間を守る等の基本的な
生活習慣や集団規律が習慣化している。

〇主体的に判断して表現する力が向上してい
る。
〇生活の基礎となる体力向上への主体的取り
組み。

C

C

○体力づくり推進計画」が反映された体力づ
くりが行われている。
○連続して走ったり歩いたりする時間または
距離を設定し、その目標を達成するために、
最後までやりきることができる児童生徒の育
成を図る。

体

力

づ

く

り

課

体
力
向
上

〇終礼で随時教務ミニ研修を設け、教務マニュアルや
教務活動の留意点について説明をし、理解を図ってき
た。
〇後期も継続して教務ミニ研修を実施する。

進
路
指
導
部

○本校の進路指導の考え方や基本的な福祉
サービスについて理解し、保護者に説明して
いる。
○保護者のニーズを具体的に把握し、個に
合った進路情報の提供が行われている。

○進路指導の考え方の理解が進んだが、福祉サービス
利用の方法について職員の理解を深める必要がある。
そのため終礼等でミニ研修を行い、保護者に説明でき
るようにする。
○今後とも学部進路担当が保護者のニーズを把握後、
分掌会で内容を確認・共有し、学部担当から必要な情
報を提供できるようにする。必要に応じて懇談等に進
路担当が同席し、情報提供を行う。

セ
ン
タ
ー

支
援
部

○学校説明会や進路選択のための見学会で、
目的や対象者に応じて必要な情報が発信され
ている。
○地域支援事業の活動や体験入学の手続き等
について手引きやホームページから必要な情
報が得られている。

〇夏季研修において今年度の年間指導計画の課題点に
ついて情報共有をする機会を持った。
〇１０月の職員会で、各教科・領域と道徳科各項目と
の関連及び「5つの力」との関連について提案する。そ
して年間指導計画の課題改善のスケジュールを示す。

○児童が楽しみながらすすんで学習に取り組む姿が見
られているが、教師主導で指示や支援が多く、児童自
身が考えて行動したり、失敗から学んだりする経験が
少ない。児童の目指す姿をさらに具体化し、児童が考
えて行動できる場面を意識して設定するなど授業作り
や単元構成を検討する。職員間の意見交換や情報交換
をさらに密にし、１授業の振り返りを生かし、ねら
い、指導・支援方法を共通理解して指導を行う。
○様々な場面で児童が楽しみながら体を動かす活動が
工夫して設定されている。引き続き指導を継続すると
もに、健康な身体づくりの必要性・重要性について通
信や懇談等で家庭にも発信し、連携して取り組めるよ
うにする。
○自分なりに思いを伝えたり、制作、音楽などの表現
活動の中で新しく活動に挑戦したりする姿が見られて
いる。しかし、活動が固定化していたり教師主導で
あったりすることも多い。児童が楽しみながら様々な
表現活動に取り組めるように、教師が情報を収集した
り、研修会や他の学級の取り組みを参考にしたりし、
様々な表現活動を仕組んでいく。

鳥取県立米子養護学校

○学部内の連続性、系統性を意識した年間指導計画の改善につ
いて、今年度の課題をもとに来年度も継続して取り組む。ま
た、「学部間の連続性、系統性」の捉え方について見直した上
で、教科領域の会と連携しながら具体的な取り組みができるよ
うにする。
○来年度のできるだけ早い段階で学習指導要領改訂に伴う年間
指導計画の検討課題について提案する。

○障がい特性に応じた指導・支援に関する研修を年間を通して
数回計画・実施する。

最　　終　　評　　価

C+

○学部間の連続性、系統性を意識した指導、支援につながる取り組みは十分
ではなかった。各学部で活用しやすい年間指導計画になるように、課題点や
改善に向けた取り組みのスケジュールを示して提案することで、各学部内の
連続性、系統性については見直すことができた。
○来年度の小学部と中学部の年間指導計画に、道徳の重点項目を明記すると
ともに、全学部の年間指導計画に「５つの力と教科等との関連」表を参考資
料として添付して、各教科領域等と「５つの力」の関連について意識づけが
できるようにした。

B+

○表現活動、音楽、体育の授業を中心に授業づくりに取り組
んだので、来年度は他の教科等においても「目標を意識した
学び」を確立させていく。
○身だしなみ、身辺自立が習慣化するよう、生徒が意識でき
る教室掲示を作ったり、保護者への発信も充実させ、家庭と
も共通理解して取り組んでいく。

○生徒自身が具体的な目標に向かって学習に粘り強く取り組み、達成感を持
つことができた。また、授業でのふり返りにおいて、「できた」だけではな
く、「○○はできたが、△△はもっとできるようになりたい」等、ねらいを
しっかりと意識したふり返りができるようになった。
○毎日継続している体力づくり（記録会）において、生徒が自分の具体的な
数値目標を持ち、意欲的に取り組んでいた。また、記録の向上を理解できる
ようになってきた。
○生徒アンケートの「目標を持って表現活動に取り組みましたか」の問い
に、『とてもそう思う』が９０%、『そう思う』が１０%と、アンケートにお
いても、生徒の目標に向けて努力を重ねた成果が表れた。
○授業づくりにおいて、学習の中で思考判断させるための手立てを確立する
ことができた。（知的障がいの生徒が思考をイメージできる動画、写真の活
用、発問の工夫、きめ細かい教材研究）
○体験したことを発表する際、自分の気持ちを自分の言葉で伝えたり、友達
の思いを聞いて感想を伝えたりできるようになってきた。
○「神楽」、「伝統芸能」において、生徒一人一人が具体的な目標をもち、
よりよい発表になるよう思考判断しながらしっかりと表現することができ
た。
○高等部で高めたい指導重点ポイントを教師が共通理解したこと、同じ手立
てで指導を日々積み重ねたことで、学習規律、話を聞く姿勢、座り方等は習
慣化されてきた。しかし、整理整頓、身だしなみ、自分から挨拶については
まだ習慣化までに至っていない。

B

〇教師間で生徒の活動のねらい（思考内容、表現方法等）を
明確にし共通理解して今後も実践する。また、生徒の学び方
（必要感のある動機付け、主体的な思考判断、他者意識のあ
る表現）について、具体的実践事例を通して研修を深めてい
く。
〇生徒の体力づくりへの意欲を継続できるように、年２回の
定期的な記録会（けんべいスポーツチャレンジ、中学部チャ
レンジトライアル）を持つ。また、めあての視覚化等実態に
合わせた支援を継続してく。指導グループ間で活動内容の情
報交換を図り、活動内容改善のための参考にしていく。

○職員間で児童の情報交換が密に行われ､目指す主体的な姿や明確なねらいが
共有されたことで児童の興味関心を生かしたり、児童自身が活動を考える場
面が設定されたりするなど授業作りが工夫された。振り返りを基に日々授業
改善も行われ、教師主導ではなく児童の活動を見守る姿勢もふえ、児童自ら
すすんで活動する姿が増えてきている。
○児童が楽しみながら身体を動かす場面が意識して設定され､個々の児童の体
力も向上したり、できることが増えたりしてきている。学校生活だけではな
く家庭への連携の呼びかけも行ったが、肥満傾向の児童もまだ多く、今後も
継続して取り組んでいく必要がある。
○自分の思いを伝えられるようになってきている。表現方法も少しずつス
テップアップしたり、伝える相手、場面なども広がりが見られたりしてきて
いる。さらに表現の幅が広げられるように､教師自身が学んでいくことも必要
である。

B+

○学年会、個を語る会を適宜設定するとともに､日々の職員間の
情報交換に心がけ､児童個々のつけたい力やねらいを明確にす
る。そこから授業の構成を考え、職員間で支援方法を共通理解し
て指導にあたる。
○一人一人の児童にとっての「主体的な学びの姿」や「思考･判
断している姿」を授業前後で話し合い､授業改善につなげる。
○本年度同様、様々な場面で児童が楽しみながら体を動かす場
面を意識して設定するとともに、懇談、通信等で保護者にも発信
し､家庭と連携して取り組む。
○各教科、学習の中で､「誰に」「何を」伝えるのかを意識した表
現活動を行うとともに、指導者間で実践している表現活動を紹介
し合い、学び合う。

〇生徒の思考判断の場や時間を保障し、教師が即時評価を行うようにしてき
た。生徒は、めあてやスケジュールを意識して落ち着いて活動に取り組むこ
とができるようになったり、周りの状況を自分で見て考えたり判断したりす
ることができるようになったりしてきた。主体的に活動に取り組むことがで
きるようになったことで、思考、判断したことを言葉やジェスチャー等の方
法で伝える力や意欲も伸びてきた。
〇後期にも記録会を持ったことで、全体の場で自分の体力を確かめることが
でき、生徒の体力づくりへの意欲がさらに高まった。体力が向上したことを
視覚的にわかる工夫をしたことで、生徒の日々の体力づくりへの取り組みも
改善してきた。

○進路指導や進路に関わる福祉サービス利用の理解について、
各学部・各教員の実態と、知りたい進路情報を把握するための
方法を検討、実施する。

○保護者と各学部のニーズに応じた情報提供ができるよう、
ニーズを把握するための方法と、研修内容・回数・形態を検討
する。

○対象者に必要な情報や資料を充実させるため、各説明会の対
象をさらに絞り込み、補助資料等の検討を行って説明内容をわ
かりやすくする。また個々のニーズに対応できる時間設定の工
夫をする。
○ホームページから発信する情報について、より地域支援につ
ながる内容になるように充実を図る。

〇新学習指導要領で表されている教科の特性を理解すること
で、各教科だけでなく、教科等合わせた指導の授業づくりも更
に充実するので、来年度は教科の特性の理解を深めていく。

○児童生徒の人権意識を高めるための支援のあり方について、
研修を実施する。
○問題行動等の予防、早期発見、迅速な対応に向けて、児童生
徒の実態について情報収集に努めるとともに、児童生徒情報共
有システムの活用方法について共通理解する。

〇「教務マニュアル」の根本となる本校の教育課程編成の考え
方についてさらに理解を深める必要がある。

○危機管理意識を高く持って日々の指導に取り組むよう、年間
を通じて啓発活動を行う。
○研修を精選し、研修内容の理解・活用が進むよう働きかけを
行う。
○児童生徒の実態や活動に対応した環境整備をするよう安全点
検の項目等の見直しを行う。

C

○各学部において推進教科のねらいを明確にし取り組むことができた。
○高等部の神楽に対して小中学部の児童生徒があこがれや具体的なめざす姿
を強く持つようになり、「やってみたい」等の意欲が芽生えた。教員におい
ても、そういった子どもの達のあこがれや気持ちを大切にし、将来（高等
部）を見据えて今からできる目標を子どもと一緒に考える機会を持つことが
できている。
○音楽科と表現活動においては、「合わせる」というテーマ（小学部では合
わせる前段階の「関わる」というテーマ）を作ったことで小中高で連続した
取り組みができた。
○音楽的・身体的表現活動に関わる授業を見合う会は、中学部が高等部を見
学することができなかった。

○表現力向上推進計画に各学部でめざす児童・生徒像
を明記しするように提案した。
○音楽の授業担当者対象の研修会を行った。
○表現力向上における推進教科（音楽科）の段階表
は、作成途中である。
○音楽的・身体的表現活動に関わる授業を見合う会
は、小学部が高等部の研究授業で実施した。２学期末
に中学部が高等部の授業を見学する。

○音楽的・身体的表現活動に関わる授業を見合う会は、早めに
計画し実施できるようにする。
○表現力向上推進計画はとても幅広く、子どものつけたい力が
見えにくいため、本校の表現活動について子どものつけたい力
や取り組みの重点を検討していく。

C+

○「体力づくり推進計画」と「５つの力」を結び付けて、教育
課程における体力づくりの在り方を明確にしていく。
○児童生徒が楽しみながら身体を動かす姿は増えているが、肥
満傾向の児童生徒も多いため今年度の取組みを継続して実施し
ていく。

B

○教師が工夫をしていくことで「体力づくり推進計画」の目標である児童生
徒が主体的に活動していく姿が多く見られるようになってきている。しか
し、その他については共通理解がまだ不十分なところがある。
○中学部や高等部では定期的に記録をつけて、それを生徒に返していくこと
で、頑張りが結果につながることを理解する生徒が増え、日々の体力づくり
にも意欲的に取り組んでいる。小学部でもランニングやウォーキングを続け
ることに意欲を持って取り組む児童が増えてきている。

○児童生徒が主体的に取り組むための工夫がなされつ
つある。引き続き、「体力づくり推進計画」を意識し
た体力づくりが行われるように働きかけていく。
○最後までやりきる意欲を育てるため、中学部や高等
部では体力づくりのランニングで「がんばり表」や成
績のグラフ化で進めていく。小学部ではランニングが
困難な児童にはウォーキングを中心とした運動に取り
組み、個々の児童に合わせた指導を進めていく。

経
営
の
基
本
（

指
導
力
・
人
権
尊
重
・
教
育
環
境
・
教
育
組
織
・
情
報
発
信
）

研
究
・
研
修
部

○３つの観点（「知識・技能」「思考・判
断・表現」「主体的に取り組む態度」）を関
連させた目標設定を行い、観点別評価に基づ
く学習評価を行っている。
○児童生徒が主体的に活動する授業実践を行
い、児童生徒の思考力・判断力・表現力の向
上している。

BB

○事故を未然に防ぐための意識を高く持っ
て、児童生徒の様子や環境の変化に気づき、
対応することができる。

安
全
指
導
部

人
権
教
育
部

○教師が人権を大切にする行動を取ってい
る。
○各学部の生徒指導課員が密に情報共有し、
迅速な対応が行われている。

○月例のヒヤリハット報告を通して、事例の大小に関わらず全職員で情報共
有することができた。各自が危機管理を自分のこととしてとらえ、環境を見
直したり、安全点検の際に気をつけたりすることができた。また、感染症の
発生時には早期に報告や啓発を行い、発生状況や対応への周知を図り、予防
や感染拡大への意識づけを行うことができた。
○年度当初に加え、緊急時対応の研修を年度途中にシミュレーション形式で
行うことで緊急時の対応の仕方や各自の動き等を見直したり、一人一人が対
応を考えたりすることができた。
〇安全点検項目を児童生徒の障がい特性を踏まえたものに改善した。しかし
休憩時間等の過ごし方の中で新たな課題も見られた。

○毎月末、学校安全や保健などに関する内容について
報告や啓発を行い、危機管理意識を高く維持するよう
働きかけてきた。また、感染症の発生など、必要に応
じて随時の報告や啓発を行っている。
○保健や危機管理に関する研修を踏まえ、危機管理意
識を高く維持できるように各学部、担任への働きかけ
を継続して行う。

〇各学部で、3つの観点を関連させた目標設定と学習評
価、児童生徒が主体的に活動する授業づくりを意識し
て取り組んだ。
〇児童生徒が主体的に活動する授業実践を行うため
に、各学部で明確になった課題に向けて担当が具体策
を提案することと、校内研究でアドバイザー講師によ
る指導・助言を受けて検討を進めていくことに努め
る。

○チェックリストを用いた自己評価を６月に実施し
た。次回は１２月に実施する。また毎月始めにチェッ
クリストの内容について教職員が再認識する機会を持
つ。
○問題行動等の迅速な対応のために校内サイトや連絡
会を利用して全職員で情報を共有する。

○体験入学や就学相談等で本校の取組や就学の流れ等
について具体的な質問が増えているので理解が進んで
きているといえる。わかりやすさの観点から資料の精
選や提示の仕方についてさらに見直しを進めていく。
○ホームページをリニューアルし、必要な情報を得や
すくした。来校者の７割が見たことがあるとの回答し
ている。引き続きホームページで情報発信と活用につ
いて啓発を行う。

教
務
部

〇「教務マニュアル」の使い方や内容を理解
し、活用することができる。

１８歳で自立できる人間を育てる

○元気なあいさつができる児童生徒

○思いやりのある児童生徒

○夢や希望に向かって努力する児童生徒

経営の

基本方針

１ 児童生徒の障がい特性に対応した指導

２ 人権尊重と組織的な対応

３ 安心で安全な教育環境の整備

小学部から高等部まで一貫した系統的・組織的なキャリア教育を実践し、一人一人の自己実現に向けた主体的な学習を促し、

社会参加と自立を目指す。

目指す

児童生

徒像

中
・
長
期

ビ
ジ
ョ
ン


